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１．はじめに

　わが国でも、「インパクト投資」が脚光を浴び

ている。新聞紙上や電子版メディアでも、「イン

パクト投資」や「インパクト」という言葉を頻繁

に目にするようになった。しかし、それはまだこ

の１年半ぐらいのことである。

　2020年８月になって初めて、日本経済新聞（以

下、日経）の経済ナレッジバンクに「インパクト

投資」という言葉が追加された。１年後の2021

年８月に、日経は「インパクト投資に広がり、看

板倒れを防止」と題して、「ESG（環境・社会・

企業統治）投資の中で、投資先の企業を通じた環

境や社会への貢献度を測定・開示する「インパク

ト投資」が広がっている」と報じた。この頃から、

その他主要な国内メディアがインパクト投資を取

り上げ始めている。2021年11月には、日経文庫

から須藤奈応著『インパクト投資入門』が出版さ

れる。2022年になると、２月に日経は４回の特

集記事を組み、その初回において「「Beyond 

ESG（ESGの先）」といわれるインパクトファイ

ナンスが広がりを見せている。企業の環境や社会、
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　わが国でも、インパクト投資が注目され始めている。インパクト投資は広義のサステナブルファイナンスの一
種であるが、狭義のESG投資とは目的が異なるものである。内外で環境・社会の解決に向けた取り組みが強く求
められる中、インパクト投資に期待が集まるのは当然である。本稿では、インパクト投資の概要、意義、疑問点、
現状と課題、金融機関が取り組む意義について説明する。
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